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1.は じめ に

基 幹 システ ムの環 境 構造 が、 今 、 日本 で も大 き く変貌 しよ うと して い る。 従来 の大 型 ホ

ス トコ ソ ピュー タを利 用 した集 中 開発環 境 システ ムか ら、 ダ ウ ソサ イ ジ ソ グ、 オ ー プ ソシ

ス テ ム、 ライ トサイ ジ ソグ等 の キー ワー ドで 呼 ばれ る、 ワー クステ ー シ ョソとネ ッ トワー

クを基 盤 と した分 散 開発環 境 シ ステ ムへ の移 行 で あ る1)。

現在 の情報 システ ム は コソ ピュー タとネ ッ トワー クに よ って構 成 され て い る。 と ころ が

これ までの 情報 システ ムは 、 ハー ドウェ アー が メイ ソに考 え られ て お り、基幹 業 務 の ため

の シ ステ ムは 中央 の ホス トコ ソ ピュー タに集 中 し、 個人 レベ ル の業 務 効率 化 の た めパ ソ コ

ソ、 ワー プ ロ等 が個 別 に導 入 され 、 それ らOA(OfficeAutomation)機 器 を相 互 に つ な ぐ

もの と して 、 ネ ッ トワー クが考 え られ て きた。 しか し、今後 の情 報 システムは、 ネ ッ トワー

クに よ って 有機 的 に結 合 され た コソ ピュー タ群 がユ ー ザ ー に環 境 と して提 供 され、 しか も

また、 ユ ーザ ー と有機 的 に結 合 され た シ ステ ム総 体 が 、 あ らた な情 報 シ スム と して発展 し

て い かな けれ ば な らな い。

本 学 園 で も、現 在 ホス トコン ピュー タを使 った、 教務 システ ム、学 費 シス テム、経 理 シ

ス テ ム、管 財 シス テ ム、就職 シス テム が稼 働 中 で あ るが 、近 い将来 に は、 これ らの シス テ

ム も分散 化 の方 向へ も って い か なけ れ ば な らない だ ろ う。 そ の第一 段 階 と して 、大学 の教

務 シス テムの 分散 開 発環 境 化 を検討 して お り、 この冬 か ら稼 働 予定 で あ る。

本 稿 で は、 今 なぜ 分散 開 発環 境 なの か と言 う問題 を、 その具 体 的構 築 事例 を交 えて考 察

し、分散 開発環 境 出現 の背 景 の要 因 と効 果、 問 題点 と今後 の課 題 につ いて論 じる。

2.分 散 開 発環 境 とそ の 出 現 の背 景

2.1分 散開発環境

ソフ トウェアー開発要員の構造的不足 は、 ここ十数年言 われ続 けているが、 ソフ トウェ

アー開発要員 を一箇所 に集中 させることは、企業に とって も無駄 が多 く、各地域 、部署 に

別れて配置 された人員が、その場所で開発で きかつ利用で きる組織形態が望 まれていた。
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即 ち、 いままで、MF(MainFrame)設 置場所に釘付 けにされていた要員 が、分散 開発環

境下では、各端末側の部署に配置 され、端末側の業務に従事で きるとともに ソフ トウェアー

開発業務 も行 な うことが可能になるため人員配置が合理的に行 なえることとなる。 ととも

に、分散開発環境 を前提 に組織 を組む こと、即 ち、各端末側 にもソフ トウェアー開発に従

事で きる、あるいは ソフ トウェアー開発 を管理で きる責任者 を配置す ることが要求 されて

い る。

このことは大手前女子学園において も同様 であ り、1985年 に大学 の教務 システムの導入

か ら始 まった大手前女子学園の コソピュー タシステムは、年 々その需要が拡大 し、今や、

当初 の15倍 ものプ ログラムを抱 えるほどに至 ってお り、 また、 コソピュー タシステムに対

す る需要 も日々多様化 し、集中ホス トシステムでは、対応 しきれない状況にな りつつある。

分散開発環境 は、分散処理環境 と分散組織環境 の2形 態 より形成 され るが、実際には、

両方 の分散形態 が相互 に推進力 とな り、分散処理環境上で分散組織 による開発 へ移行 して

い る。すなわち、従来の集中 ホス トコソピュータを利用 したシステムでは、処理環境 が コ

ソピュー タの設置 されていた コソピュータ室 に限定 され、またその開発組織 も、一つに集

中せざるを得 なかったのが、分散開発環境では、複数の ワー クステー シ ョンとネ ッ トワー

クか らな る環境 の もと、分散処理を行 え、 またワー クステーシ ョソ設置場所での開発 一す

なわち離 れた場所での分散開発 が容易に実行で きる開発環境があ る。

この事 によ り、 システムの細 かい変更等のニーズに、対応が機敏であ り、 ここ数年発生

するであろ う大学 ・短大のカ リキュラム変更 による教務 システム変更は、ホス トコソピュー

タ対応 よ り、分散開発環境での対応 の方がはるかに有利 であると考 えられ る。

2.2分 散 開発環境 出現の背景

情報処理 システムの分散開発化 ・オープ ソ化が、現在、色々な企業や学校 で検討 されて

きてい るが、分散化が推進 されてい るその背景を、社会的 なもの、技術的な ものに分けて

考察 してみる。

(1)社 会的背景

分散 開発環境 の項 で も述 べた ように、まず第一 に、開発要員不足 と開発要員の合理的配

置 が挙 げ られ る。それは、社会的要求 による開発修正すべ きソフ トウェアーの絶 えざる増

大 に比 して、開発要員の不足が発生 し、バ ックログの増大 をもたらす結果 となっている。

そ こで、開発要員 を一箇所 に集中させるのではな く、開発場所を地理的に も分散 させ る

ことによ り、人材を活用 し、個 々の ソフ トウェアー開発 において、複数の開発担 当者がそ

れぞれ の部 門をそれぞれの場所 で担当 し、 なおかつ一貫性を保持 したシステムが、要求 さ

れて きてい る。第二 に、情報 システムにおいては、指揮命令型 からチー ム、 グループを中

心 とす る組織へ移行す る。即ち、各部 門での ソフ トウェアーに対す るニーズの増大、多様
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化 に対応 す るに は 、MFの ソフ トウ ェアー開 発 対応 で は追 い つ かず 、各 部 門 あ るいは 各部

門 間 で の チー ム、 グル ー プを組織 し責任 あ る ソフ トウェ アー開 発 が必要 とな る。 こ こにお

いて も、 開発 場所 を各 部 門 の存在 す る地 理 的 に も分散 した場 所 で行 なえ るシス テ ムが、要

求 され る。第 三 には、 現在 の社会 で、企 業 な り要 員 が一 箇所 に集 中す る ことは、 不合 理 で

あ りか つ不 可能 で あ る。遠 く離 れ た場所 での共 同開発 、企 業 の 国際 化 に伴 い 、 ソフ トウェ

アー の国際 分散 開発 す らは じま ってい る。 また 、逆 に、分散 開発環境 が整 って さえおれ ば、

在 宅 勤務 やサ テ ライ トオ フ ィス等 の ライ フス タイ ル の変化 に も対応 で きる。 第 四 に、MF

に よ る集 中処 理 に よ る弊 害 とい う よ り、MFよ りLAN(LocalAriaNetwark)の 優位 性 に

よるものが挙 げ られ る。具 体的 に は デー タ量 の増 加 に よる レスポ ソスの悪 化 と、 ソフ トウェ

アー 開発 の、長 期化 と コス トパ フ ォー マ ソスの悪 さで あ る。 特 に地域 分 化 の著 しい企 業 で

は、 現場 指 向 を強 め るな ら、 各 現場 ごとの デー タを中央 で一 括 管理 す る必 要 は な く、そ れ

ぞ れ の デー タベー ス で管 理 すれ ば 、 デー タベー ス は小 さ くてす み 、 レス ポ ソスは向上 す る。

MFの ア ップ サ イ ジ ソ グ も考 え られ るが コ ス トの 点 で も問 題 が あ る し、根 本 的解 決 には な

らない 。 また 、開 発 期 間 の短 縮 もLANの 大 き な利 点 で あ る。 日々発 生 す る要 求 仕 様 に 中

央 の コソ ピュー タ技 術 者 が逐 一対 応 した ので は 開発期 間 も長 期 化す る し、 コス トパ フォー

マ ソス も悪 い。 そ こで 、エ ソ ドユ ーザー が開発す る ことが容易 なPC(PersonalComputer)、

WS(WorkStation)を 利 用 したLANの 導入 とな る。

(2)技 術 的背 景

コ ソピ ュー タシ ステ ム の歴史 は、MFと 呼 ばれ る コ ソ ピュー タ シス テム のみ を考 えた 集

中処 理 の時 代 、MFに 複 数 の端 末 を つ な い だTSS(TimeSharingSystem)、 オ ソライ ソ

リアル タイ ム処 理 の で きる シス テ ムの時代 、 シ ソ グル ベ ソダー に よ るオ ー プ ソで ない分 散

システ ム とい う歴 史 を た ど って きた2)。

と ころが、80年 代 よ り、WSの 性能 が100倍 に もな ると言 う技 術 の発 展 と、 ネ ッ ト

ワー ク技 術 の進 歩 に よ り、 マ ル チ ベ ソ ダー に よるオ ー プ ソな シス テ ム、MF利 用 か ら、 コ

ス トパ フ ォー マ ソス にす ぐれ たWSと ネ ッ トワー ク利 用 の ダウ ソサイ ジ ソグのLANシ ス テ

ムへ と移 行 しつ つ あ る。 なお 、 ここで言 うダ ウソサ イ ジ ソグ とは、一 台 あ た りの処理 能 力

を さ して言 って い る。

PC、WSを 多 い に利 用 しよ うとす る分散 開発環 境 に と って は、 ソフ トウ ェアー の発展 は

何 に も増 して 大切 な もの で あ る。 これ はハ ー ドウ ェアー の発展 とは勿 論切 り離 して考 え る

こ とはで きない が、 ハー ドウェアー の パ ワー の増 大 と比例 して、 ます ます有 用 か つ便利 な

ソフ トウ ェアー が開発 され て きて い る。WSと ネ ッ トワー クに よ る分 散処 理環 境 の研 究 は 、

80年 代初 め ご ろ よ りい くつ か の ア メ リカの大 学 や研 究機 関 で始 ま った。分散 処 理 環境 で

処理 を行 な うモ デ ル と してCSS(Client/ServerSystem)が 知 られ て い る。CSSは 、LAN

上 に設 置 した サー バ ー とそれ を利 用 す る地理 的 に離 れ た場 所 に い る ク ライア ソ トか ら構 成
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図一1LANの 基 本構 成

され る。大手前女子学 園のLAN計 画は このCSSの 導入 を前提 に考 え られて いる。CSSの

基本構成 を図 一1に 示す。

い ささか、前置 きが長 くな った感 があるが実際の大手前女子学 園の コソピュータシステ

ムにおいても、2章 で述 べた と同様 の要求があ り、分散開発環境 が求め られていた。

3.大 手 前 女 子 学 園LAN導 入 の基 本 理 念

は じめに述べたよ うに、現在大手前女子学園では、教務 システム、学費 システム、経理

システム、就職 システム、管財 システムがホス トコソピュー タを利用 したシステムとして

稼働 し、一程の成果をあげている。 しか し、カ リキ ュラムの 自由化、 コソピュー タ設備投

資 の増大、情報公開のニー ズ、省資源等環境の変化 により、事務処理 のさ らなる軽減 を実

現 し、かつ変更に対 して柔軟 に対応 でき、 しか も蓄積 されたデー タを利用者 が有効活用で

きるシステムの構築が求め られていた。

新 システムの基本理念 と して次の観点を挙げた。

(1)長 期的視野に立 った システムの配慮 を行 な う。

さ しあた りは、大学 の教務 システムの導入か ら始め るが、今年度末にはビジネス学院、

来年度 には、短期大学、栄養文化学院の教務 システムも順次新 システムに置 き換え る。教

務以外の システム も、4年 以内には、LANシ ステムに組み込む。 また、事務処理 以外 に

教育用 として、大学 に20台 、短大 に30台 、 ビジネス学院に90台 程度のパソコンが配

置 されてい るが、それ もLANに 組 み込 んで い く方 向で考 えて行 く。 したがって、各 シス

テムの拡張性 を充分に考慮 し、異機種 との接続 が容易であ り、ホス トコソピュー タとも接

続で きるもの、色々の部署 の業務 に対応 出来 るよう、セキュ リテ ィ機能が完備 されてい る

もの、低 コス トである もの等、今後の技術動向を予測 し、長期的 システム上の配慮 を行 な

う。 ただ し、実現性 を重視 し、未確定な想定技術は仕様 にいれ ない。

(2)シ ステムの運用(操 作性 ・便利性 ・保守性)を 重視す る。

現在の システムに備わってい る機能は、最低限保証 し、利用者が新 システム変更 に際 し

て煩雑 さを感 じないよ うにす る。従 って、マルチタス クが実行で きること、ユーザイソタ

フェイスが良 く、VDT照 会機 能が豊 富である こと、デー タが一元化出来、利用者 が自由
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表一1使 用機器一覧

品 名 型 名 メ ー カ ー 型 ・仕様

サ ー バ ー

Axi/V486es4350DX CANON Axi/V486es4350DX

16MBSIMM×1 CANON Axi/V486SIMM16MB

EISASCSIMasterkit CANON EISASCSIマ ス タ ー キ ッ ト

1.05GB内 蔵HD(SCSI) HP 1.05GBHDDSCSI

OADGキ ー ボー ド CANON A290-PSK

14"VGAカ ラ ー モ ニ タ CANON Ar2008

イ ー サ ネ ッ トボ ー ド EAGLE NE3200

イ ー サ ネ ッ トケ ー ブ ル MACNrCA TWC-10

クラ イア ソ ト

Axi/v4864233Dx CANON Axi/V4864233DX

4MBSIMM×3増 設 CANON Axi/v4864MB

IBMVRAM CANON DiamondStelthPro

120MB内 蔵HD(IDE) CANON 120MBHDD

OADGキ ー ボー ド CANON A290-PSK

17"SVGAカ ラ ー モ ニ タ CANON S13-3051

PS2マ ウ ス CANON SD1004

イ ー サ ネ ッ トボ ー ド EAGLE NE2000T

イ ー サ ネ ッ トケ ー ブ ル MACNICA TPC-10

その他
無停電電源装置 GSEE PICO-1000N/NOV5

HUB MACNICA MH-8

にかつ容易にデー タを抜 き出 し加工利用で きること等、実際新 システムが導入 された時点

か ら、現行 システムとの併用等 の現場での煩雑 な作業が発生 しないようなシステムを構築

す る。 また現在あ るコンピュー タ リソースの利用を考慮にいれて、出来 るだけ無駄のない

よ うなシステムを考慮す る。

4.大 手 前 女 子 学 園LANの 構 築

3章 でのべた基本理念 の下 に、具体的 に導入 されたLANに ついて述べ る。

具体的使用機器の型式は、表一1を 参照

4.1ト ポ ロジー

さ しあた り、現在構築を予定 してい る大学教務 システムのみを考慮すれば、教務 の基幹

業務用 と して2台 の クライアソ ト機 と、サブ業務用 として1台 の クライアソ ト機 、また現

在 ス タソ ドア ロ ソ方式 で利 用 してい る学生課 用1台 を加 え計4台 が接 続で きる小規模

LANを 構築すれば よい。 これに入試時 に利用す るPC等 を考慮にいれて も、10台 以内の
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LANを 事務所周辺で構 築すれば よいので、拡張性 を考慮 にいれてス ター型 を導入す るこ

ととなった。 また、事務所 内では、PCの 移動 も多々考 え られ るので、ケー ブルは、容易

に配線 をかえ られ る10BASE-Tを 使用す ることとな った。従 って、教育用PC、 あるい

は、 図書館 システム が導 入 され る時点 で は、教室 等 にお け るス ター型LANと 、10

BASE-5等 を利 用 したバスでHUBを 介 して接続す ることによ り、拡張 して い く。図一

2にLANの 代表的接続形態 を示す。

バス型 リソグ型 ス ター型

図一2LANの 接続形態

4.2フ ロ゚ トコノレ

30タ イ プ の ネ ッ トワー クで100を 超 え るイ ソ ター フ ェー スボ ー ドが使 用 で きるオ ー

プ ソプ ロ トコル テ クノ ロジー を採 用 して い るNetWare386をNOS(NetworkOperating

System)と して採 用 す る こ とに な った 。NetWare386は 、SPX/IPXと い う独 自の中 位

の プ ロ トコル を採 用 して い るが、 これ はMS-DOS、OS/2、 マ ッキ ン トッシ ュ、VAX、

TCP/IPの プ ロ トコル上 で利 用 で き る。 この こ とに よ り、 サー バー を介 して、 イー サ ネ ッ

ト、 卜一 クソ リン グ、 アー クネ ッ ト、 ア ップル トー ク等 、現在 欧米 で メ ジャーな トポ ロジー

や下位 プ ロ トコル か ら独 立 し使 用 で きる。 この プ ロ トコル イ ソデ ィペ ソデ ソス を図 一3に

示 す 。

従 って 、将 来違 うプ ロ トコル のLANや 、違 う トポ ロ ジーのLANと も接 続 出来 、 拡張 が

容 易 で あ る。

4.3サ ー バ機

サ ー バ機 の 選 定 は 、 判 断 が難 しい も の が あ るが 、NetWareが も と も と ア メ リカ で

PC/ATを ベ ー ス に 開発 され た もの で あ る こ とや 、IMSP(lndependentManufacturer

SupportProgram)で 認 定 され た商 品 か ど うか 、性 能 一 コス ト比 は ど うか、 な どに よ り

cANoN製 のAxi/4350Dxを 導 入 す る こ とと な った。 サ ー バ機 の性 能 の評 価 に は、

日経 バ イ トがお こな った テ ス ト結 果 を参 照 した。 そ の べ ソチマ ー クテ ス トの結果 一 覧 を表
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NetWareサ ー ビ ス その他 のサーバーアプ リケー ショソ

NetWareStream

XNS
TCP

IP
SNA

Apple

Talk
OSI

将 来 の

プ ロ トコル

OpenDataLinkInterface

トー ク リ ソ グ イ ー サ ネ ッ ト マ ッ ク ネ ッ ト

● ● ● ●

図 一3プ ロ トコル層

表 一2ロ ーカルデ ィス クとの相対評価一覧

サ ー バ ー マ シ ソ
クライ

ア ソ ト
AXIDX-25P

QUARTEL

PCX-700DR7

J-3100ZX

171モ デ ノレ

PC-H98

MODE1100

FMR80HLI

MODE1170

1台 3.73 3.73 3.28 1.52 4.1

2台 3.04 3.28 2.73 1.26 4.32

プ ロ グラム
3台 2.34 2.41 1.91 1.15 3.04

の ロ ー ド

4台 1.82 1.86 1.41 0.96 2.34

5台 1.44 1.49 1.14 0.84 2.16

1台 3.57 3.72 3.28 1.49 4.32

2台 3.04 3.28 2.65 1.24 4.1

デ ー タ ・フ ァイル

読み出 し
3台 2.34 2.48 1.78 1.14 3.04

4台 1.82 1.86 1.3 0.98 2.27

5台 1.44 1.49 1.06 O.01 1.82

1台 3.65 4.00 3.36 1.24 4.67

2台 3.11 3.12 2.4 1.00 3.5

デー タ ・フ ァイル

書 き込 み
3台 2.63 3.15 1.82 0.86 2.63

4台 2.15 2.47 1.38 0.71 2.21

5台 L71 1.75 1.25 0.64 1.87

1台 1.15 L48 1.32 0.65 1.19

2台 1.28 L51 1.31 0.63 0.9

デ ー タ ・ベ ー ス の
3台 1.22 1.45 1.22 0.73 1.07

参,照
4台 1.15 1.36 1.14 0.58 0.92

5台 0.94 1.3 0.94 0.56 0.78

1台 4.77 7.94 6.8 2.3 7.15

2台 4.47 3.33 4.47 2.13 2.65

デ ー タ ・ベ ー ス の

更 新
3台 2.75 1.99 2.86 1.46 1.63

4台 2.04 1.46 2.07 1.09 1.17

5台 1.7 1.22 1.72 0.92 0.95
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一2に 示 す 。 これ は 、 ベ ソチ マー クテ ス トを行 な った 結果 、 ロー カル デ ィス クの性能 を1

と した時 の相対 評 価 の一 覧 で あ る3)。

4.4ク ライア ソ ト機

教 務 シス テ ムの基幹 業 務 が遂 行 で きる機 種 と して、 ウ ィ ソ ドウ対応 ・マ ル チ タス クに耐

えれ る もので 、前 出のIMsPで 認 定 され て い るcANoN製 のAxi/4233Dxを 導 入 す る こ と

とな った。

5.大 手 前 女 子 学 園LANの 将 来構 想

4章 で述 べた ように将来の拡張性を充分に考慮 して、尚かつ無駄 のないように、 さしあ

た りのLANを 構築 したわけで あるが、将来構想 にもふれてみる。

5.1近 未 来(4年 以 内)

3章 で述 べ た よ うに 、再 来 年度 まで に、大 学 のLANと 同様 のLANを 短 大 、専 門学校 に

構 築 し、教 務 シス テ ムを ダウ ソサ イ ジ ソグ化 す る。 ここ まで は 、地理 的 に離 れた場 所 で の

個 別 のLANに な る。 さ らに、 就 職 シ ステ ム 、学 費 シ ステ ム、 経 理 シ ステ ム 、管 財 シ ステ

ムを ダ ウ ンサ イ ジ ソグ化 す るに あ ったて は、 現 在 ホ ス トコ ソ ピュー タで利用 して い る専用

回線 を利 用 して 、3個 のLAN間 を接 続 す る。 また 、 特 に経 理 シス テ ム、管 財 シス テ ムを

ダ ウ ソサ イ ジソ グ化 す る必 要 が あ るか ない か は、検 討 の余 地 が あ るが(こ れ らは 、教 務 シ

ステ ム と違 って シス テ ムの 変 更作 業 の 発 生 が少 な いた めPCを 利 用 す る よ り、 ホ ス トコソ

ピュー タの方 が有利 で ある との意 見 が多い)、 ホス トコソ ピュー タを利用 す る場 合 は、 ゲー

トウェイ を介 してLANと 接 続 し、LAN上 のPCを ホ ス トコ ソピ ュー タの端 末 と して利 用 す

る。 勿論 、 この場 合 は 、負 荷 が少 な くな った分 、 ホ ス トコ ソ ピュー タの ダウ ソサイ ジソ グ

を行 な う。 図 一4に そ のLAN概 念 図 を示 した。

5.2遠 未 来

早 期 に導 入検 討 しな けれ ば な らな い もの と して 図書館 システ ムが あ げ られ るが 、 これ は

5.1で の べ たLANシ ス テ ム の延長 に あ るので 、 実務 レベル で 考 え られ るネ ッ トワー ク

サ ー ビス機 能 に つい て述 べ る。

(1)電 子 メー ル

電子 メー ル は、最 もネ ッ トワー クに適 した通信 手 段 で あ り、既 に国立 大学 な どで は、 多

い に普及 して い る。 我 が学 園 で も、 教 育用 パ ソ コ ン等 もLANに 接続 され た と きには 、学

生 も含 めた 、何 人 分 か の メール領 域 を確 保 して 、電 子 メール の サー ビス を行 な って いか な

けれ ば な らな いだ ろ う。

一229一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUniverSity

分散開発環境

図 一4ネ ッ トワーク概念図

(2)電 子掲示板

電子 メールの機能 を利用 して、TCP/IPで 動かす ことがで きる。

(3)電 子 フォー ラム

これ も、前述の電子 メールと電子掲示板の機能 を使 えば、サー ビスで きる。

(4)そ の他

その他の機能 と して、電子 フ ァイル、印刷サブシステム、イメージ転送機能 など、すで

に北海道大学等で行なわれているサービス も可能であ る%

6.問 題 点 と今 後 の課 題

「ダウソサイ ジソグ」の利点は、PCやWSの 高性能化 によって高 い コス トパ フォーマ ソ

スを得 られ ると言 う点にあるが、実際は、ホス トコソピュータシステムの場合 ほとんどメー

カー によ り提供 され る ソフ トウェアー を利用 し、 システ ムの管理 はSEの 支援 で比較的容

易で あったのに対 し、LANの 場 合は、アプ リケー シ ョソソフ トの管理の煩雑 さやその経

費 の問題、管理者の技術的な教育や技術者の人数の確保 など人的な問題、通信 費やネ ッ ト

ワーク設備の経費の問題な ど、ハー ドの費用 を食 って しま う問題 が多々ある。 この章 では

人員の問題 と機器その ものの問題 にわけて考慮 してみ る。

6.1役 割分担 と人員配置

分散 開発環境 は、その前提 として コソピュー タを使 える人員 が各部署に配置 されている

ことで成立す る。 したがって、各部署 にい る人員に対する教育 が必要 になる。 これは、 コ
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ソピュー タ リテラシー程度 の もので良い と思 われ るが、LANの 場合、個人でパ ソコソを

使 っているのとは違 い、 システマチ ックに構成 されたデー タ ・フ ァイルを利用 してい るの

だ とい う意識 でもって利用 されなければならない。 しか しこれは、学内の研修や人間のネ ッ

トワー クと して自覚を うながす ことで克服 していかねばならないことであ る。

次 に、地理的 に離れた場所 にある子サーバ、子LANの 管理者 の養成で ある。あ る程度

の障害対応 が出来、LANの 有効活用 が計れ る管理者 が必要 とな る。 国立大学等では、大

学院生などが半ば ボラソテ ィアで管理運営 してい る所 も多 く見受け られ るが、やは り、管

理責任体制を確立 していかなければならない。

6。2ハ ー ド面

技 術的 側面 を主 に考 えて い くと、 ハー ドウェ アーの 入替 えの み が 目的 とな って しまい が

ち に な るが 、 帳 票 の大 量 印刷 やOCRの 読 み 取 り等 、 多量 の デー タの入 出力 、 あ るい は 、

変 更 の発 生 の 少 ない定 型 業務 等 は 汎用 機 を利 用 した方 が速 い し、 コス トパ フ ォー マ ソス も

優 れ て い る場 合 が あ る。 また 、す で に あ るPC等 を利 用 す る場 合 で も、 メモ リーや デ ィス

クの増設 、 イ ソ ター フ ェイ スボー ドや ケー ブル の購 入 等 の必 要 な時 もあ るの で、 い ちが い

に ダウ ソサ イ ジ ソ グが即 コス トダウ ソには つ なが らない。 従 って、 ダ ウ ンサイ ジ ソ グを一

義 的 に考 え るの で はな く、 汎用 機 の利 用 や併 用 を も考 慮 に いれ て 、 あ らゆ る面 で の効 率 の

良 い シス テム の構 築 を考 えて いか な けれ ば な らない。 また、小 型 のLANで は発生 しな か っ

た トラブル が 、LANが 大 型 化 され る に伴 って発 生 す る こ と も考 え られ るた め 、障 害 原 因

が発 見 しやす い、 あ るい は、 障害 部分 を切 り離 して運 用 で きる配 線 形状 や、経 路 も考 慮 し

て シ ステ ム を構 築 して い か な けれ ば な らな い。 今 日の小 型LAN導 入 に際 して も、色 々 な

メー カー の異 機 種 が混 在 す るた め、NIC(NetworkInterfaceCard)の 不 良 の発 見 だ け で

も コソサ ル タソ トの協 力 を得 て もま る1日 以上 かか った。

6.3ソ フ ト面

汎用機では、その汎用機用の ソフ トを購入あるいは作成 し利用す るため、メソテナソス

も管理 もそれに係 る費用 も予想す ることが容易であったが、CSSで は、市販 ソフ トを多 く

利用 するため、 また、著作権の問題で人数分の購入が必要な場合が多いため、 ソフ トの費

用 も管理(バ ージ ョソア ップ時の入替え等)も 膨大な ものになって しま う恐れがある。 ま

た、市販 ソフ トの場 合、一定 の環境 を満 た さないとダウソす るものも多々あ り、LANの

よ うな多機種 を混合 した システムの場 合カタログのみか らでは読み取れないバグが発生す

ることがあ る。従 って、市販 ソフ トを新 たに導入す る場合は、その実績等をよ く検討 して

導入する必要 がある。

一231一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

分散開発環境

7.お わ りに

ダウソサイジソグの流行 と、大学 ・短大 の教務 カ リキュラムの大幅変更の時期 との一致

で始 まった大手前女子学園LANシ ステム構築で あるが、検討 を重 ねてい くうちに今 まで

見 えなか った色々なことが、明 らかにな ったと思 う。す なわち、 コス トパフォーマ ソスが

優れていると言 う理 由のみでの、ハー ドの置 き換 えを 目標 とした ダウソサイジソグは成功

しない。 あ くまで、エ ソ ドユーザを中心 に業務 内容を見直すところから初めなければなら

ない、と言 うことである。即 ち、 システム刷新 の 目的 を、全学園で意志統一 させ、その後、

エ ソ ドユーザーのニーズを十分に分析 し、利用者中心 にシステムを考え、業務 の流れを見

直 し整理 してい く過程で システムを構築 していかねばならない。次 に、最初 か らあ らゆ る

機能を盛 り込 むのではな く、基幹業務を先ず、今 まで以上のシステムとして構築 し、その

後、優先度 の高 い業務か ら順 に盛 り込 んでい く。LANへ の機器接続 に関 しては、色々な

機器の親和 性の確認や選定 を、大手前女子学 園環境 でテス トす るのがベス トで あるが、限

度があるため、 コソサル タソ トやイソテ グレータとの協力関係が大 きな必要課題 となる。

また、WSやPC、 あるいは市販 ソフ トは次々 と新 しい技術 が盛 り込 まれるため、新製品に

関す る情報 の収集や、新製品に対応す る知識 や技術 を身につけ システムの改善 にそなえて

いかなければならないだろ う。

大手前女子学園LANは 、 まだ大学の教務 システムが稼働 し始めたばか りのため、 トラ

フ ィック的 には十分に余裕 がある。 しか し、 これか らLANが 大型化 してい くに従 って、

トラフ ィックの問題 も含め色々の問題 が発生す る可能性がある。現在想像出来 る問題に関

しては考慮 してい るつ もりであ るが、後々の問題については、改めて発表 したい と考えて

い る。
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